
「奈良の歴史再発見」－遺跡・遺物はささやく－

奈良大学では、今まで知らなかった奈良に出会う場として、「奈
良の歴史再発見」と題した、

奈良のさまざまな魅力を紹介する講座を４回シリーズで開催いた
します。

今回は、NHK大河ドラマ「べらぼう」の放送にちなみ、江戸時代
の奈良に光を当て、

近世の事象を専門とする講師陣がその奥深い世界を分かりやす
く解説。

「奈良は近世も面白い！」をテーマにした内容で、どなたにもご参
加いただける講座です。

奈良大学共催講座のご案内

【奈良大学のご案内】
日本で初めて本格的な都が置かれた地、奈良。今もなお、豊かな歴史と

文化の香りが満ちています。奈良大学は、そんな恵まれた歴史的風土を

背景に、創設以来の「生きた学問」の実践（教育・研究）とともに、多

くの専門人材を輩出しています。是非、講座では「生きた学問」からみ

る奈良・歴史・文化を体験してみてください。

●文学部

心理学科

総合社会学科
〒631-8502 奈良市山陵町1500
TEL：0742-44-1251 FAX：0742-41-0650
URL：https：//www.nara-u.ac.jp/

「奈良の歴史再発見」 －近世の奈良も面白い！－
奈良大学では、今まで知らなかった奈良に出会う場として、「奈良の歴史再発見」と題した、奈良のさまざまな魅力

を紹介する講座を４回シリーズで開催いたします。今回は、NHK大河ドラマ「べらぼう」の放送にちなみ、江戸時代

の奈良に光を当て、近世の事象を専門とする講師陣がその奥深い世界を分かりやすく解説。

「近世の奈良も面白い！」をテーマにした内容で、どなたにもご参加いただける講座です。

【受講料】 各回 ２，５３０円 【場 所】 近鉄文化サロン阿倍野

第1回 6月14日（土）15：30～17：00 蔦重からのメッセージ 奈良大学 名誉教授 永井 一彰

第2回 7月12日（土） 15：30～17：00 近世の東大寺と奈良 東大寺史研究所 研究員 坂東 俊彦

第3回 8月 9日（土） 15：30～17：00 五社神古墳と「陵墓」の近世史 奈良大学 文学部 教授 村上 紀夫

第4回 9月13日（土） 15：30～17：00 世界に誇る大和の古文書
—村人の家計と村社会の役割から－
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2025年度前期（6月～9月）



ホームページへのアクセスはこちら

〒545-0052 大阪市阿倍野区阿倍野筋2-1-40 and4階

06-6625-1771 〔受付時間〕10：00～19：00 （日曜日10：00～16：00 まで）

［受講お申込みは］
●事前にご予約のうえ、実施日の５日前までにご入金手続きをお済ませ
ください。

●各講座とも満員になり次第、締め切らせていただきます。
※ただし、一定の人数に満たない場合は講座を中止させていただくこと
があります。

●お支払いには、コンビニ振込みがご利用いただけます。（振込手数料
別途）詳しくは、お申込み時にご確認ください。

●WEBでのお申込みの場合、会員登録が必要です。（入会金無料）
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奈良大学 1日・短期講習会 ※入会金は不要です。

2025年度前期（6月～9月）

★ＷＥＢでご予約から入金までできるようになりました

お問い合わせは
近鉄文化サロン阿倍野まで

【講 師】 奈良大学 名誉教授 永井一彰
【時 間】 １５：３０～１７：００ 【受講料】 ２，５３０円

■休業日：4/29(火・祝)～5/5(月・祝)、7/29(火)、
8/11（月）～8/15（金）は、受付業務を休ませて
いただきます。

【講 師】 東大寺史研究所 研究員 坂東俊彦 （奈良大学OB）
【時 間】 １５：３０～１７：００ 【受講料】 ２，５３０円

蔦重からのメッセージ

近世の東大寺と奈良

五社神古墳と「陵墓」の近世史

世界に誇る大和の古文書
－村人の家計と村社会の役割から－

【講 師】 奈良大学 文学部 教授 村上紀夫
【時 間】 １５：３０～１７：００ 【受講料】 ２，５３０円

【講 師】 奈良大学 文学部 教授 木下光生
【時 間】 １５：３０～１７：００ 【受講料】 ２，５３０円

大河ドラマ「べらぼう」で現代に蘇った江戸の本屋蔦屋重三郎は、令和の時代を生
きる私たちに何を伝えてくれているのでしょうか。数多いプロデュース作品のうち、
大人向けの絵本である黄表紙を通じて、そのメッセージを読み取ってみましょう。
右の掲載図版は、「万々先生おおごんまりの図」であります。万々先生のこまりご
ととは、はてさて何じゃやら。

東大寺は永禄１０年（１５６７）の兵火で大仏さまや大仏殿など多くの堂舎が大きな被害
を受けました。近世になり公慶上人をはじめとした人々の努力により、長い年月をかけて
復興を遂げています。大仏さまの修復や大仏殿再建により、東大寺や奈良へ多くの人が訪
れるようになり、現在の観光、世界文化遺産のまちとしての奈良の基礎は近世につくられ
たといってよいでしょう。
現在にまでつながる近世の東大寺の様子を見ていきます。

奈良大学の近くには「神功皇后陵」とされている前方後円墳（五社神古墳）があります。
この古墳時代中期の前方後円墳は、聖武天皇の子で八世紀に即位した女性天皇の称徳天
皇陵とされていました。ところが、幕末になって実在が疑われる神功皇后陵に変更され
ています。古墳といえば、古代史というイメージが濃厚ですが、江戸時代の朝廷と幕府
の関係のなかで「天皇陵」がクローズアップされました。

奈良県内の旧家や地区（大字）には、江戸時代から21世紀に至る村の古文書が、今なお
多く残されています。社会構造の変化によって、それらの史料は消滅の危機にさらされ
ていますが、その中身は、世界に誇れるものです。大和の古文書がいかに面白く、世界
的にも重要なのか、江戸時代における村人たちの家計や、近世から現代にまで続く村社
会のさまざまな役割から考えます。

価格は消費税を含んだ金額を表示しています。


